
蚕

一割

一

……市の人口と世帯一一

1月1日現在前月比

人口 31 ，790 （十8 ）

男 15， 594 （－ 1 ）

女 16， 196 （十9 ）

世柵 8，832 （＋11）

市
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… -'80ふるさと高校生教室で

篠の小屋“烏追い行乳,を体験

2月号さる1月15日（成人の日）に中央公民館北111の駐巾場

で、郷士の正月行事であった〃烏追い〃 が行われました。

この〃鳥追い〃行事は、中央公民館が昨年の7月14日から No. 239
市内の高校生を中心に開設してきた「郷土愛を高め、 よき

仲間づくりを目ざして」と題して開いている〃ふるさと高

校生教室〃の学習の一つで、 この日は50名の生徒が参加。

篠で冊んだ小屋の中で、ブロックで造った「l, ､ろり_|を

囲み「nlR(でんがく） 」を食べながらふるさとの行事

〃烏追い〃の実技体験をしました。
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高萩市市民憲章
] . ILI然をたいせつにし､韮しいまちをつくりましJ÷う

1 ． きまりを守り、 lﾘlるいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ,元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう薩鰄謝照穐職嚇窯
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二

一

市
で
は
、
弱
年
度
の
市
制
モ
’
一
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
資
格
市
内
に
居
住
し
て
い
て
公
朧

市
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

募
集
人
員
は
別
名

I

｝
を
も
た
な
い
人
で
、
市
政
モ
’
一
タ
ー
未

経
験
者
に
限
る
。

○
募
集
の
人
員
加
名

○
任
期
弱
年
４
月
１
日
か
ら
弱
年
３

月
弧
日
ま
で
の
１
年
間
。

○
モ
’
一
タ
ー
の
活
動
内
容
、
市
政
に
対

す
る
意
見
・
要
望
・
情
報
の
提
供
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
、
連
絡
会
議
の
出
席
な

し
」
。

今
年
の
３
月
末
日
に
完
成
す
る
〃
お

手
ま
き
会
場
跡
地
″
の
北
側
の
森
林
総

合
利
用
促
進
馴
業
と
し
て
、
整
地
が
す

す
ん
で
い
る
市
民
が
い
こ
え
る
自
然
の

森
の
名
称
を
公
珠
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

○
応
葬
の
方
法
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
‐
年
令
、
職
業
、
性
別
を
記
入
の

｝
）
‐
し
ｒ
－
Ｏ

Ｏ
応
募
先
高
萩
市
本
川
１
の
１
０
０

高
萩
市
役
所
経
済
部
農
林
課
宛

○
締
め
切
り
３
月
加
日
（
当
日
洲
印

有
効
）

○
発
表
市
報
か
週
報
で
発
表
。

入
選
３
点
、
佳
作
賞
醸

者
に
は
粗
品
を
さ
し

○
応
募
の
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
職
業
を
記
入
し
て
郵
送
の

の
こ
と
。
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
の
締
め
切
り
３
月
釦
日
ま
で

○
申
し
込
み
先
高
萩
市
本
川
１
の
１

０
０
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
広
報
広
聴

係
（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
１
９
ま

た
は
２
３
０
）

ｒ
ｈ
、
Ｉ
ノ
Ｊ
１
、
ｌ
Ｊ
ｆ
０
、
Ｉ
Ｊ
ｒ
ｔ
、
ｊ
ｊ
ｆ
ｌ
、
ｊ
ｆ
ｆ
１
ｑ
Ｊ
ノ
！
、
１
ノ
！
、
１
Ｊ
Ｉ
、
ｌ
Ｊ
ｆ
ｆ
‐
、
、
ｊ
Ｊ
ｆ
ｌ
、
Ｊ
ノ
ー
、
Ｉ
，
〃
Ｉ
、
、
Ｊ
Ｊ
ｒ
ｉ
、
Ｊ
Ｊ
ｒ
ｔ
Ｅ

↓
こ
い
の
場
所
に

、名
前
を
つ
け
て

３
月
即
日
ま
で
一
般
か
ら
公
募
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申
告
の
指
導
と
受
け
付
け

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指

導
や
、
受
け
付
け
を
、
２
月
即
日
か

ら
別
表
Ａ
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
照
日
か
ら
３
月
晦
日

ま
で
は
、
市
役
所
税
務
課
で
侮
日
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
。
（
日
岬
日
と

士
硴
日
の
午
後
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。
）
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

今
年
１
月
１
日
現
在
高
萩
市
内
に
居

住
し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
股
業
、
そ

の
他
の
事
業
Ｌ
株
の
配
当
、
不
動
産
、

雑
収
入
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た

人
で
す
。

給
与
所
得
だ
け
の
人
は
原
則
と
し
て

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務

先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の

お
願
い

申
告
醤
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

| i
…

市
県
民
税

Ｉ
弓
呂
呂
三
一
三
二
二
呂
二
冨
言
三
二
二
二
筥
二
旨
二
二
二
二
三
三
二
二
二
差
二
二
二
三
二
里
二
二
二
三
二
二
二
二
二
旨
差
二
二
二
言
一
二
二
二
二
三
二
二
一
二
二
二
冒
二

扶
養
親
族
名
な
ど
必
要
な
こ
と
が
ら
を
川

州
ひ
と
月
別
円
で
Ⅲ
万
円
の
兇
舞
金

書
い
て
く
だ
さ
い
・

申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の
Ⅱ
‐
Ｉ
！
；
県
民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
よ
う

①
印
か
ん
‐

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
害

県
民
交
遡
災
害
共
済
は
八
県
内
の
す
加
入
者
が
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
場

類
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）
ぺ
て
の
市
町
村
で
つ
く
っ
た
制
度
で
、
合
に
、
見
郷
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で

③
社
会
保
険
料
、
国
民
他
康
保
険
税

国
民
年
金
の
領
収
書

④
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

⑤
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
書
お

よ
び
領
収
書

申
告
害
は
直
接
郵
送
し
ま
す

申
告
害
用
紙
は
、
日
程
な
ど
に
合
わ

せ
て
順
次
地
域
別
ご
と
に
、
税
務
課
か

ら
直
接
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
方
は
、

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
市
県
民
税
（
確
定
申
告
書
も
含
む
）

の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
事
業
税

の
申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

２
Ⅱ
澗
日
か
ら
３
月
明
日
ま
で

出
張
の
受
け
付
け
は
２
月
別
日
か
ら

ｰ

申
生
ロ

(別表A)申告指導及び受付日程表

は＝

－
－１

－
１

－ 1

5日（月）
言

万一のときの見舞金

(別表B)

等級’ 見群金額

100万円

25万円

18万円

災害区分

１
’
２
－
３
’
４

'8日(水小｜藤繼灘有川'蝶会刷『
2月16日から3月15日まで毎日午前8時30分～午後5時

（ただし，土||椛日の午後及び日硴日を除く）

高萩市役所税務課

死 亡

治療が181日以上

151[I以上〃

〃 121日以上’ 15万円

丁'－7 91日以上’ 10万円

〃 61日以上 堀

睡

叩

6

7

8

9

10

身障

す
。
こ
の
制
度
は
、
１
年
ご
と
の
更
好

で
す
か
ら
、
い
ま
加
入
し
て
い
る
方
叶

３
月
訓
日
で
期
限
が
き
れ
ま
す
。

弱
年
度
分
（
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

の
受
け
付
け
は
、
２
月
１
日
か
ら
行
て
お
り
ま
す
の
で
、
わ
す
れ
ず
に
手
鉾

き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
い
な
い
方
や
、
子
ど
も
会

団
体
、
事
業
所
な
ど
で
も
加
入
で
き
１

す
。
・団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、
加
入
推
雅

協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加
入
者
１
１

に
つ
き
加
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
会
賀
は
１
年
間
お
と
な
６
０
０
円
。

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
３
０
０
円
。

○
兄
舞
金
（
別
表
Ｂ
）
は
、
最
高
が
元

亡
で
１
０
０
万
円
。

傷
害
の
場
合
は
、
１
万
円
か
ら
溺
宥

円
ま
で
の
９
段
階
で
す
。

加
入
で
き
る
方
は
、
住
民
登
録
が
聖

れ
て
い
る
方
で
、
外
国
人
で
も
（
登
拝

し
て
あ
れ
ば
）
加
入
で
き
ま
す
。

○
加
入
の
申
し
込
み
は
、
会
我
を
添
祷
《

て
市
民
相
談
室
、
ま
た
は
、
常
会
の
峠

締
員
へ
。

〃 41日以上

" 21日以上

〃 8日以上 2万円

1万円〃 3日以上

身体障害者1～2級
該当

30万円||

○見郷金の請求期間は事故の発生

した日の翌日から1年以内で‘すも

2月

20日(水）

21日(木）

22日(金）

時問

午前10～
午後3時

〃

〃

場

上君田集会所，下君
横川小学校

若栗公民館，大能生
中戸川公民館，赤浜

関口公民館，下組公
秋山下公民館

1

26日(火）

27日(水）

〃

〃

南組公民館，高戸公
山手公民館

島名公民館，石滝公
行人塚集会所

〃
北組公民館，下手綱

秋山中公民館
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ナ
ン
バ
ー
一
レ
ー
ト
、
車
検
証
の
紛
ち
に
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
心

｝

○
所
得
税
所
得
税
の
還
付
の

の
失
、
流
雌
、
解
体
な
ど
に
ょ
三
Ｌ
廃
車
軽
自
動
車
の
納
税
証
明
は
昭
和
別
年
分
の
所
得
税
の
硴
定
申
告
手
続
き

（
抹
消
）
手
続
き
が
で
き
な
い
で
い
る
と
納
税
は
、
２
月
妬
日
か
ら
３
月
晦
日

昭
和
列
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を
受

車
で
方
や
．
省
儀
変
更
の
手
続
き
を
し
て
㈱
ゞ
鱸
側
荊
灘
紳
灘
ゞ
で
で
す
．
け
る
こ
と
が
で
き
…
、
次
の
ょ
．

な
い
方
は
．
手
も
と
に
な
い
バ
イ
ク
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
が
な
方
で
す
。

動
い
軽
自
卿
耶
な
ど
に
軽
自
鋤
車
税
が
賦
課
、
手
間
を
唯
ぶ
く
た
め
に
耀
自
卿
車
々
い
《
ん
混
雑
し
待
ち
時
間
が
多
…
①
住
宅
を
新
築
ま
た
憾
新
築
住
宅
を

さ
れ
「
税
金
を
納
め
る
」
と
い
う
経
済
税
の
納
付
書
の
左
端
継
続
検
査
用
の
納
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
な
ど
を

買
っ
た
方
。

尚
同
ロ
シ
ａ
的
損
失
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
税
証
明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払

車
検
を
受
け
る
と
き
に
は
、
納
付
害
○
贈
与
税
つ
た
方
。

て
お
き
ま
す
と
面
倒
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原

一
躍
韮
因
に
も
な
り
ま
す
。
に
つ
い
て
い
る
継
続
検
査
川
の
納
税
証
贈
与
税
は
、
親
な
ど
か
ら
財
産
（
現
③
災
害
や
溢
難
に
あ
っ
て
損
害
を
受
け

れ

ｉ

明
書
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

そ
こ
で
、
現
在
手
も
と
に
な
い
パ
イ
金
、
預
貯
金
、
株
券
、
建
物
、
土
地
な
た
方
。

亡
心
ク
や
、
雁
自
動
車
な
ど
に
榧
自
動
車
税
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
購
入
さ
れ
た
ど
）
を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
④
弘
年
の
中
途
で
退
恥
し
、
年
末
調
繋

●〃
／
が
賦
課
さ
れ
て
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
帷
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
直
接
市
役
所
す
。
を
受
け
な
か
っ
た
方
。

十
生
１
月
か
ら
蛇
月
ま
で
に
も
ら
っ
た
額
⑤
予
定
納
税
の
あ
る
方
で
硴
定
申
告
の

方
は
、
早
め
に
税
務
課
市
民
税
係
へ
事
税
務
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
・

Ｉ

の
合
計
が
帥
万
円
以
下
の
場
合
は
、
贈
必
要
が
な
く
な
っ
た
方
。

情
を
お
川
か
せ
く
だ
さ
い
・

所
得
・
贈
与
税
は

車
処
剛
の
方
濯
な
ど
“
ご
欄
談
を
い
ゞ
与
瀧
…
…
ん
．
な
ど
雷
そ
れ
ぞ
洲
に
必
要
な
条
件

イ今

３
月
帽
日
ま
で
に
申
告

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
２
月
１
が
あ
り
ま
す
が
、
避
付
手
続
き
を
さ
れ

ノ
廃
‐
蕊
、
軽
自
動
車
潅
ど
の
廃
車
、
税
籍
署
で
の
所
得
職
贈
与
税
“
申
・
か
…
晦
日
ま
雷
で
節
．
忘
れ
な
：
方
憾
早
鋤
ｉ
旱
続
き
を
し
℃

や
、

名
儀
変
更
の
手
続
き
は
、
忘
れ
な
い
う
告
と
納
税
は
３
月
晦
日
ま
で
で
す
。
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。
く
だ
さ
い
・

二
’
’
’
二
一
二
一
一
一
二
二
二
一
二
一
一
二
一
二
二
一
一
一
二
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一

多賀地域(懸關市)が

"中核林業振興地域”に指定

回中核林業振興地域とは

この事業は、 「中核林業振興地域育成特別対策事業」

といいミ豊かなまちづくりごをすすめるうえで、林業が

にない手とならなければならないような地域を選んで

｢中核林業振興地域｣を指定し、現在実施されているいろ

いろな林業施策とさらに、新しい林業施策を計画的、重

点的に集中させ、林業の振興を|叉|ろうとするものです。

回この制度のしくみ

県から折定を受けたlu域は、 TIj.役所がrl可心となって、

市の総合計画の中で林業の位価づけをはっきりさせ、森

林組合、森林所有者、木材業者なと｡が一体となって、 5

か年間の凡体的な実行計画をたて、関係者みんなで力を

あわせて計･画にそって、実行していくことになります。

すなわち、 このヱ1I業は、森林計匝|を主巾111として林業施

轄恩合的実施と、市の参画'による地域林業の振興がね

らし･§す。
回この事業の特色

森林の所有規模が小さいため計画的に山の手入れをす

識鰯聯凱糊加鰄醗錨需
地共同森林施業計匝'を作成して、団地ごとに計画|的、集
団的な森林の施業を実行して林業を推進す-るものです。

回こんな特典が

中核林業振興地域の総合施業IJl地内で団地共同森林施

業計画に基づいて、森林組合などの組織体が行った事業

に対して、補助額のアップなどの助成措置があります。

※この訓業についてのお|酬い合わせは高萩林業指導所

（電話②3549）か、高萩森林ill合（電話②4866)また

は市役所農林課（電話③2111内線263）です。

一主な優遇措置－－－

一般地域 ｜ ‘|'核林業振興地域区 分

一般造林で査定係数査定係数のアップ

1()0. . ネlli肋率 50% 100→150

1 1,a当り梛助金 11,a当りllli肋金

225,5001リ 338,250円

人工造林

（拡大造林）

､ 】～5f職の保安"lIw.'ll: 1~10年生で団共に

．脈瀞騰嚇w職漂割獅が行う
j』づき刺脱|卜がA鉋

1 1,a当りのilli肋金26,0001'1

.1 1~20f靴の11蛾l僻1 ｜圏lll: 6~20年生で団共に

・|副撫蛎w樅娯潮鮮雛う燕づき劇l織休が実施

01 1~20f靴の11蛾l僻1 ｜圏l j, l: 6～20年生で団共に

・|刷撫湖W樅娯潮鮮雛う燕づき劇l織休が実施

下 刈

"･ 1III 伐

11,a当り袖肋金蹴上難物繩:網
延優に限度あ'」 ｜ 延暖に限度なし造林作業蹄

●採択;j!いり;の縦#l l

●斬脱路線の優先採択

鮒l加雌|Ⅱ地川, il化'1唯の優先実施

・林地I1X畔対象林齢 10年→]5年

・lilllI確緬のり| |1げ200万円→400万I'1

黄金の仙伽lり楢川

曲道皿

諜林脳聯'1'111作成

資金

ア

裁林業改善寅金
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■
Ｆ
家
庭
で
で
き
る
手
軽
な
料
理

か

婚尉醗艀こ荊器季撚琴ば
霊繩；鯛・瞥職関紙料
1淵蛎鰐糟剰《洲理
: ま ,§ 、で韮ブ ，誇鯲ヌ'キ ク
:いどでががﾗ

；す参当き婦は 表ラ敬でえ〃 一
：け〃ll時た 。 、 者ブ子す〃五 フ
； どしはの平会 はでさ 。 と 目 →．
： 、て30は均員 吉わんL〃と ／
：ほ料名 、年が 田かはとつる
： と理 ・ さ齢24 愛ぱ 、下く る
胃んを るは名 子料中田ね〃

認
I壷人｜
攻養I

婦

公民館で学ぶ

巨
§Ｉぺ郡
刎 鰯錨 鍼鍾蕊蕊平
ｉ
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踊
り
が
楽
し
い

健
康
に
最
適

高
萩
日
郷
会

「
１
月
”
日
か
ら
〃
お
や
じ
の
海
″
の

踊
り
を
習
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
丹
た
ま

さ
ん
。
丹
さ
ん
は
、
中
央
公
民
館
の
ク

ラ
ブ
活
動
商
萩
日
郷
会
の
代
表
者
。

こ
の
日
郷
会
は
、
さ
る
副
年
３
月
中

央
公
民
館
主
催
の
日
艸
誰
座
を
修
了
し

た
冊
さ
ん
と
杉
山
き
ぐ
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
数
人
の
仲
間
で
結
ば
れ
た
自

主
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

会
員
は
肥
名
で
、
男
は
古
張
さ
ん
一

人
。
平
均
年
齢
は
帥
歳
。
最
年
長
は
、

荒
井
て
ふ
さ
ん
が
両
雄
。
次
が
大
森
こ

フ
さ
ん
測
慧
・
鞠
」
か
。

》

〆

Ｌ
ｈ
Ｉ

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
師
月
１
回
魂
２
木

硴
日
の
午
前
中
を
利
用
し
て
、
各
自
が

教
材
を
持
ち
よ
り
社
会
教
育
指
導
員
の

渡
辺
さ
ん
の
指
導
で
、
料
理
を
習
っ
て

い
る
Ｏ「
月
１
回
が
楽
し
み
。
２
時
間
で
３

繩
瓶
は
で
き
ま
す
。
主
人
は
再
ん
で
く

れ
ま
す
よ
．
…
‐
・
」
と
下
田
さ
ん
。

「
そ
の
日
に
出
来
あ
が
っ
た
料
理
は
、

み
ん
な
で
試
食
を
し
、
次
回
の
献
立
の

話
し
合
い
を
し
ま
す
。
蛇
月
に
は
ケ
ー

キ
を
作
り
、
正
月
に
は
オ
セ
チ
料
理
を

作
り
ま
し
た
。
」
と
家
庭
料
理
談
。

今
年
は
洋
食
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た

い
と
は
り
き
っ
て
い
る
。

Ⅷ
り
の
練
習
は
、
怖
月
３
回
（
木
噸

日
）
で
午
前
中
の
２
時
間
。

「
最
初
に
習
っ
た
の
は
、
踊
り
の
基
本

が
な
く
初
心
君
？
で
す
。
」

木
さ
ん
。

と
い
わ
れ
る
〃
黒
佃
節
″
で
す
。
１
曲

の
蹴
り
に
、
１
か
月
半
は
か
か
り
ま
す

よ
。
で
も
、
今
ま
で
に
訓
川
は
お
ぼ
え

ま
し
た
ね
。
」
と
舟
さ
ん
は
い
う
。

こ
の
鋤
曲
の
中
に
は
、
民
謡
．
歌
謡

州
唄
、
長
唄
、
詩
吟
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
踊
り
の
指
導
は
、
福
田
せ
い
子
さ

ん
。
こ
の
会
は
、
仙
版
、
仲
冊
づ
く
り
、

家
庭
の
社
会
づ
く
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
ね
ら
い
と
し
て
、
施
設
の
慰
問

や
公
民
館
行
事
な
ど
に
も
職
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。

「
練
習
ば
も
ち
ろ
ん
和
服
で
す
。
郷

台
用
の
は
み
ん
な
で
賀
川
を
川
し
あ
っ

て
つ
く
り
ま
す
。
費
川
が
少
し
か
か
る

け
ど
、
師
っ
て
い
る
と
き
が
一
稀
い

い
」
と
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い

）
る
。 第2回公民館まつり

と き ： 3月22日（士）と23日（日）

ところ：中央公民館、市民体育館
催しもの○展示の郁手あみ､七宝焼絵画､書道なとﾞ

○発表の部茶道､清付、レク､民謡､日抑なと
○バザーの部
C日用品即売会
○その他

※家庭で使ｵ〕れていない台〃『用111 I1I類や、衣料品類などが
ありましたら、 日川品l!II売会を行いますので、 3月15
日までに中央公民館内公民館まつり実行委員会までお
mけください。

､

○
小
田
菜
穂
美
さ
ん
８
５
３
円

○
市
役
所
職
員
組
合
５
，
７
０
４
円

○
秋
山
小
児
童
会
３
４
，
７
８
７
円

○
下
手
綱
子
ど
も
会
５
，
０
０
０
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
幟
員
生
徒
一
同

１
２
，
８
０
２
円

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
向
萩
一
団

９
，
２
３
１
円

○
専
売
公
社
高
萩
桝
業
所３
，
３
６
８
円

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
各
種
婦

人
団
体
２
６
，
８
７
７
円

○
市
役
所
庶
務
課
一
同
３
，
５
４
９
円

○
聖
徳
保
育
剛
職
員
一
同
１
０
，
０
０
０
円

Ｏ
ヒ
タ
チ
電
解
箔
第
二
係
製
造
部
一
同

１
，
３
７
０
円

○
菅
波
イ
ネ
さ
ん
２
，
０
８
１
円

○
柴
田
美
枝
さ
ん
３
０
，
０
０
０
円

○
サ
ロ
ン
浮
世
絵
１
９
，
０
８
９
円

○
岡
本
五
郎
さ
ん
３
，
０
０
０
円

○
高
萩
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
３
７
，
３
０
７
円

○
中
山
泰
一
さ
ん
１
，
０
２
９
円

○
立
成
佼
成
会
茨
城
支
部

１
０
３
，
２
４
１
円

○
高
萩
高
家
庭
ク
ラ
ブ
５
，
６
１
０
円

○
我
妻
土
建
２
０
，
０
０
０
円

○
永
谷
園
間
萩
工
場
２
２
．
５
０
０
円

○
は
ま
ゆ
う
１
３
，
９
２
９
円

○
松
本
基
さ
ん
５
，
４
５
０
円

○
辿
族
会
２
，
３
２
２
円

○
母
子
福
祉
会
５
，
０
２
８
円

○
農
協
婦
人
部
餅
米
沌
〃

○
堀
川
ア
イ
子
さ
ん
１
０
，
０
０
０
円

、

○
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
－
３
５
９
３
９
庇

歳
末
助
け
合
い
に



』

(5) 市報たかはぎ 昭和55年2月
’

i
帰郷擁人椛擁潅委員言
訓運想 大久に再委|属さる 三
件動に 臣保 ＝三

二
三

○○ま功 こな訴情に 三

#詳議購鶴耀喜
を,篭誇澤霊

子き
さく

脈慨籠か ま椛椛 、の ＝
赤｜ ’ 方臣ら すの椛盆た 三

浜扇 襲肖表 。擁護悶め ＝護の者の＝
町 彰社彰 にたに調三
を会 努め対査三

悩測 曾罷や 三三
一 → I 三
＝＝…凸ロー ＝

‘ 今 ’ 三

一皇｣妊婦や育児の相談 三
＝

三

○妊婦学級丈夫な赤ちゃんを生むための 三＝＝
二＝

妊婦､出産､育児の知識や準備について学三
＝

ぶ。時間は、妊娠7か月までの方が第1． 三
二＝

二＝

2金曜日。妊娠8か月以降の方が節3，4金 三
二＝

＝

硴日で午後1時から3時30分まで。会場は 三
＝

高萩保|碓所。 三
＝＝

○母子保雌孜室産後のお母さんの|雌康と 三
三

家族計匝Iや育児なと．の正しい知識につい 三
＝＝

＝

て学ぶ。時間は、隔月ごと1回で午後1 ニ
ーー

ー

時から3時30分まで。会場は、中央公民三
二＝

＝

館または、勤労青少年ホーム。 三
＝＝

＝

○育児相談育児・そのほか仙康に関して 三
三

のいろいろな不安や悩みをおもちの方の 二
三

相談。時間は師週土曜日の午前9時から ニ
ーー

ニ＝

12時まで。会場は術生課。 三
三
二＝

＝

乳幼児の健康診査 三
言

生まれて7か月児から3歳児までの病気の三
＝＝

早』U1発見･むし歯の予防･そのほか育児の相三
二二

談などの仙I,)(診査を行っております。
三

対象となるお子さんは、 7か月児、 1歳6 三
＝＝

か月児、 2歳児、 3歳児のお子さんで、満7 三
二＝

か月満1歳6か月と2歳、 3歳の誕生月の 三
=

翌月にjml lすることになっています。この 三
三

機会にぜひ雌康診査を受けてください。 二
二二

会場は中央公民館ですが、 3歳児は高萩三
二二

保健所。
三

市
民
マ

ラ
ソ
ン
に小

とにかく最後まで走ります－と、 さる1月13日、第5回高萩市

民マラゾン大会が、高萩駅前・をスタートし、市民体育館をゴール

とする5キロと、 10キロのコースにわかれて行われました。この

日はあいにくの小雨でしたが参加者約350名全員が完走しました。

成績は次のとおりです。 （敬称''1#）

◆中学の部①市毛竜一②鈴木圭③鈴木義広◆高校の部①安島政吉

②佐川範久③八島儀信◆一般Aの部①小野正人②小沼博③磯I17秀

敏◆一般日の部①長11皮治雌②板垣正義③渡辺正今女子の部①佐藤

由貴子②神永妙子③増田京子◆オーブン5キロ①鈴木Hll男②村田

泰三③梅原元◆オープン10キロ①大友昭②久保正春③鉄和洋◆タ

イムレース①佐勝良平②関口武央③白石'|質職

〆

刑
灸
舟

雨
の
中
全
員
完
走

1

出
初
め
式
に
団
員
３
０
０
人

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月
６

日
市
役
所
前
遡
り
で
消
防
団
員
約
３
０

０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
・

市
長
観
閲
の
あ
と
新
車
の
彼
ろ
う
や

代
表
汕
技
の
あ
と
．
消
防
に
功
労
の
あ

っ
た
団
員
の
表
彰
が
あ
り
、
そ
の
あ
と

分
裂
行
進
を
し
て
嫌
を
閉
じ
ま
し
た
。

、ｉ

）
今
年
の
成
人
は
４
３
１
名

第
郡
回
を
迎
え
た
成
人
式
が
、
１
月

張
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
・

今
年
市
内
の
成
人
者
は
、
男
２
０
３

名
、
女
２
２
８
名
の
計
４
３
１
名
で
す
。

式
典
に
は
、
男
１
１
６
名
、
女
１
６

４
名
の
計
２
８
０
名
が
川
席
。
出
附
率

は
“
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。灘

手
づ
く
り
の
た
こ
上
げ
大
会

１
月
５
日
、
手
綱
工
業
川
地
内
で
新

春
た
こ
上
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
・

こ
の
大
会
は
、
昨
年
阻
川
詔
日
に
中

央
公
民
館
で
作
り
あ
げ
た
た
こ
を
各
川

が
持
ち
よ
っ
て
焼
い
合
っ
た
杓
の
で
、

寒
風
の
巾
、
親
子
扣
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
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国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
現
況
届
の
提

出
期
限
（
こ
れ
ま
で
は
、
毎
年
２
月
瓶

日
）
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
「
誕
生
月
の
末
日
」
に

変
わ
り
ま
す
。

○
誕
生
の
月
に
変
わ
る
方

４
月
か
ら
蛇
月
末
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
は
、
誕
生
月
の
末
日
。
．

○
現
行
ど
お
り
の
方

１
月
か
ら
３
月
末
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
２
月
賂
日

（
来
年
か
ら
は
誕
生
月
の
末
日
に
変
わ

り
ま
す
）

Ｏ
現
況
届
の
用
紙

現
況
届
の
川
紙
は
、
提
出
期
限
の
約

ｌ
か
月
前
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接

本
人
あ
て
に
送
り
ま
す
。

現
況
届
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
が
ら

は
、
く
わ
し
く
書
い
た
説
明
書
を
同
封

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

腫艤篭黛

今年4月から

提出期限が変わります

誕生日

こ
の
現
況
川
の
用
紙
が
凧
か
な
い
と

き
は
、
市
役
所
年
金
係
、
ま
た
は
、
社

会
保
峨
亦
務
所
（
日
立
）
に
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
を

加
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
成
人

と
し
て
多
く
の
椛
利
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
樅
を
行
使
で
き
る
ほ
か
、
財
産

上
の
取
引
も
自
分
の
意
志
で
で
き
る
な

ど
、
法
律
上
一
人
前
の
お
と
な
と
し
て

の
扱
い
を
受
け
る
と
同
時
に
、
国
民
年

金
に
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

い
ま
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
あ

な
た
に
と
っ
て
、
老
後
の
生
活
ｌ
年

金
な
ど
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
遠
い

先
の
話
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
人
Ⅲ
だ
れ
し
も
年
を
と
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
設
計
は
、
若
い
う
ち
か

ら
考
え
て
お
く
の
が
賢
明
で
す
。

そ
の
歩
》
も
、
加
歳
に
な
っ
た
の

》

国民年金は

忘れないで納めましょう

を
機
会
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

易
ノ
Ｏ

国
民
年
金
制
度
は
、
農
業
、
商
業
な

ど
の
自
営
業
の
人
と
そ
の
家
族
な
ど
を

対
象
に
、
国
民
と
国
が
、
協
力
し
て
資

金
を
出
し
あ
っ
て
、
老
後
の
生
活
を
守

ろ
う
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
、
加

歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昼
間
部
の
学
生
さ
ん
や
、
他
の
公
的

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
の
奥
さ
ん
は
、
希
望
す
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
制
咲
な
ど
職
場
で

加
入
す
る
他
の
公
的
年
金
に
入
っ
て
い

る
人
は
、
国
民
年
金
に
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。特

例
納
付
は

６
月
訓
日
ま
で

認
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
を
洲
納
し
た
た
め
時
効
に
よ
っ

て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
期
間
に
つ
い
て
、
ｌ
か
月
４
，
０
０

０
円
で
特
例
的
に
納
付
で
き
ま
す
。

こ
の
期
限
は
、
今
年
の
６
月
訓
日
ま

で
で
す
。
早
め
に
手
続
き
を
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
が
住
所
、
支
払

機
関
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
・

国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
や
く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係
（
電

③
２
１
１
１
内
線
２
２
４
）
へ
ど
う

ぞ
。

る
。
Ⅱ
写
真
Ⅱ

写
真
の
家
に
住
ん
で
い
た
後
藤
さ
ん

と
い
う
方
の
奥
さ
ん
が
、
苦
心
の
末
、

数
年
前
、
餌
付
け
に
成
功
し
て
か
ら
、

こ
の
沼
を
訪
れ
る
人
々
が
あ
と
を
た
た

な
い
。
８
時
、
正
午
、
４
時
の
こ
ろ
呼

笛
を
吹
く
と
、
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
散
ら

ば
っ
て
い
た
烏
ど
も
が
、
一
斉
に
、
写

真
正
、
の
岸
へ
川
っ
て
集
合
す
る
。

こ
と
し
は
、
六
十
五
羽
の
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
と
二
千
羽
以
上
の
カ
モ
知
が
来

て
い
る
。

ほ
ん
と
う
に
こ
ん
な
に
人
を
恐
れ
な

い
水
鳥
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
の
あ

た
り
に
見
る
壮
観
さ
に
、
始
め
て
の
人

は
、
ド
キ
モ
を
ぬ
か
れ
る
。

こ
の
沼
に
、
水
鳥
が
住
み
つ
い
た
の

は
、
こ
こ
の
自
然
環
境
が
よ
い
こ
と
の

一
言
に
つ
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
藤

お
ば
さ
ん
の
愛
怖
と
、
そ
れ
を
支
援
し

言
多
く
の
人
左
の
努
力
が
な
か
っ
た
な

八
蛆
Ｖ

高
萩
市
か
ら
南
を

西
約
拓
キ
ロ
に
瓜
連

川
が
あ
る
。
こ
の
町

の
郊
外
に
古
徳
（
こ

と
く
）
沼
と
い
っ
て

北
か
ら
の
渡
り
鳥
が

定
情
し
て
い
る
有
名

な
沼
が
あ
る
。
毎
年
、

オ
オ
〈
ク
チ
ョ
ウ
や

カ
モ
類
（
時
に
は
ガ

ン
も
）
が
飛
ん
で
く

白
鳥
の
季

ら
ば
、
こ
こ
も
ま
た
、
白
鳥
の
住
め
る

所
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
と

ば
で
は
言
い
つ
く
せ
な
い
、
い
ろ
い
ろ

の
迫
害
に
打
勝
っ
た
こ
れ
ら
の
人
拘
に

は
、
脱
帆
す
る
ほ
か
な
い
。

こ
ど
も
が
、
餌
代
に
と
、
お
こ
ず
か
い

の
中
か
ら
、
百
円
を
お
い
て
ゆ
く
。
附
近

の
学
校
か
ら
は
、
給
食
の
残
パ
ン
が
、

ま
た
、
川
役
場
か
ら
も
餌
代
が
と
ど
く
。

人
だ
が
白
鳥
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

白
鳥
か
ら
大
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
い

る
お
手
本
が
古
徳
沼
に
あ
る
。

三
月
中
旬
、
彼
女
達
は
、
一
羽
残
ら
ず

ふ
る
さ
と
シ
・
ヘ
リ
ア
ヘ
帰
っ
て
ゆ
く
。

（
高
萩
巾
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

節

デー

毎年やってくるオオハクチヨウ （瓜連III1の古徳沼）
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浄
雄
が
本
当
に
南
朝
の
皇
孫
で
、
大

塚
貞
成
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば

当
然
、
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
注
記
さ

れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
妙
法
寺
と
し

て
も
、
そ
う
し
た
高
貴
な
血
統
を
も
っ

た
人
物
に
対
し
て
は
、
特
別
な
取
扱
い

を
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

過
去
帳
に
は
、
「
大
永
元
年
、
浄
雄
道

‘”"､11
腫丈$, q

、､
，q
hq

、q
，q

，q
，q
，、
、､
,q

，、
、、
、q
,､

、、

、q
，、
h，
、q
,町

、b
，､

，b
，ロ

、､
，h
，q

危険です近寄らないで

手綱工業団地で発破作業

今年の1月21日から、手綱工業団地で火薬（ダイナマイ トな

ど）を使用して、爆破作業を行っております。

この爆破作業は､今年の3月12日まで続けて行われます。

爆破作業のさい、飛石がありますと非常に危険ですから、

次の時間帯には、工業団|也内に絶対近寄らないようご協力を

お願いします。

◆発破時間は次のとおりです。

○8時から8時30まで

○12時から12時30分まで

○17時30分から18時まで

赤浜妙法寺過去帳

(四十） 志田諄一
巳

９

ｈ

巳

ｑ

ｈ

０

０

．

日

」

、
Ｌ
ｑ
心
唖
巳
ｑ
Ｌ
呼
心
ｑ
Ｌ
ｑ

ｑ

０

０

０

画

０

凸
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ｂ
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▲
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町
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ｂ

画
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『
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画
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ｂ

『

９

▲

ｑ

▲

可

巳

９

０

口

＆

ｑ

ｈ

可

巳

日

０

Ｌ

「
・
可
』
ｑ
』
ｑ
ｂ
ｑ
６
『
Ｌ
ｑ
』
ｑ
Ｌ
ｑ
・
可
』
ｑ
』
ｑ
ｂ
ご
■
可
ｂ
ｑ
ｂ
Ｆ
ｑ
』
ｑ
』
ｑ
』
ｑ
Ｌ
ｑ
ｂ
▼
』
ｑ
Ｌ
ｑ
皇
ロ
マ
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
△
ｂ
、
』

清
善
定
門
、
大
塚
信
州
、
十
、
十
九
」

と
あ
る
だ
け
で
、
こ
こ
か
ら
浄
雄
皇
孫

説
を
導
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
多
賀
郡
の
地
に
は
、
胄
種

流
浪
伝
説
が
生
ま
れ
て
く
る
基
盤
は
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
治
承
四
年

（
二
八
○
）
十
一
月
、
如
朝
の
軍
勢

の
攻
撃
を
う
け
た
佐
竹
秀
義
は
、
金
砂

郷
城
（
久
慈
郡
金
砂
郷
村
）
を
落
と
さ

れ
て
花
園
山
（
北
茨
城
市
華
川
町
）
に

逃
げ
こ
み
、
時
節
の
到
来
を
ま
っ
て
い

た
こ
と
。
南
北
朝
時
代
に
常
陸
南
朝
方

の
勢
力
が
振
わ
ず
苦
境
に
立
っ
て
い
た

北
畠
親
房
の
も
と
に
、
多
賀
郡
の
境
小

三
郎
ら
が
加
勢
を
願
い
出
て
行
動
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
境
小
三
郎

は
北
茨
城
市
関
本
あ
た
り
の
豪
族
で
あ

◆岩石の爆破したさいの飛石は､鋭い刀物と同じようにー
がっていますので非常に危険です。

源東寺

副
町
哩
町
巳
ｑ
ｂ
、
“
可
哩
ｑ
ｑ
ｑ
ｂ
同
ｑ
ｑ
叫
ｑ
ｈ
ｑ
ｂ
１
０
０
ｑ
ｈ
０
ｔ
ｌ
ｈ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｑ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｑ
ｑ
ｈ
、
、
心
、

る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
事
件
を
背
景
と

し
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
さ
か
ん
に
読

ま
れ
た
「
太
平
記
」
の
影
響
を
う
け
て
、

「
常
北
遺
文
」
な
ど
に
南
朝
皇
孫
の

定
王
伝
説
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る

一
つ
０

「
常
北
遣
文
」
の
著
者
長
久
保
赤
水

）

勺､

‘トー

鴬
唖

灘

…軽

1

i

箔

王TIj街地

ー

赤
浜
の
由
来

赤
浜
鈴
木
勝
正

武
爽
槌
命
が
お
参
り
し
た
。
蝦
夷
征

伐
の
時
に
。

北
久
保
と
い
う
部
落
が
こ
の
先
に
あ

っ
て
、
そ
の
辺
は
一
而
茅
の
原
で
あ
っ

て
、
蝦
夷
が
い
っ
ぱ
い
い
た
。

そ
ん
で
、
武
諜
槌
命
と
戦
っ
て
、
切

っ
た
（
蝦
夷
の
）
血
が
流
れ
て
、
こ
こ

の
赤
血
川
と
な
っ
た
・
赤
浜
と
い
う
部

落
は
、
こ
の
血
が
流
れ
て
、
浜
ま
で
赤

く
し
た
の
で
、
赤
浜
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。弘

法
様
と
水

大
能
大
部
き
ん

安
寺
持
方
つ
ち
や
あ
、
た
い
へ
ん
水

が
不
便
な
所
な
ん
で
す
か
。

そ
れ
で
、
と
て
も
提
げ
で
は
歩
げ
な

い
の
で
、
担
ぎ
棒
で
担
い
で
、
風
呂
水

で
も
何
で
も
。
汲
ん
だ
ん
だ
そ
う
で
す

卜
一
○

風
呂
は
、
一
週
間
に
一
回
ぐ
ら
い
し

か
汲
ま
な
く
て
、
そ
れ
ご
そ
・
お
茶
碗

洗
っ
た
う
わ
水
で
、
雑
巾
か
げ
だ
り
、

だ
い
じ
に
だ
い
じ
に
使
っ
た
ん
だ
そ
う

で
す
よ
・

そ
ご
通
り
か
か
っ
た
坊
さ
ん
が
、
女

の
人
が
水
汲
ん
で
通
っ
た
ら
、

「
た
い
そ
う
お
い
し
そ
う
な
水
だ
ね
。
」

っ
て
。
初
め
て
会
っ
た
そ
の
女
の
人
は

そ
の
水
を
、

庭
諦
憶
ぎ
の

I

垂

(その⑲）

「
こ
れ
は
、
遠
ぐ
が
ら
汲
ん
で
き
た
ん

だ
が
ら
、
あ
げ
ら
れ
や
せ
ん
よ
。
」

っ
て
、
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
（

て
。
ま
た
、
次
の
女
の
人
に
会
っ
た
の
で

「
遠
い
所
が
ら
た
い
へ
ん
だ
ね
。
」

っ
て
。
そ
の
人
は
、
そ
の
、

「
水
を
ど
う
ぞ
た
く
さ
ん
お
あ
が
り
く

だ
さ
い
。
」

っ
て
、
柄
杓
に
汲
ん
で
や
っ
た
っ
て
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
坊
さ
ん
は
．
水
の

お
い
し
さ
よ
り
も
、
心
の
き
れ
い
な
の

に
感
心
し
て
、
そ
の
、
つ
い
で
だ
金
剛

杖
で
、
「
と
て
も
遠
ぐ
が
ら
水
を
運
ぶ
の
は
、

容
易
で
な
い
だ
ろ
う
が
ら
、
突
側
井
戸

を
突
い
で
や
つ
か
ら
。
」

っ
て
、
ド
シ
ー
ソ
っ
て
突
い
だ
ら
、
ビ

ヤ
－
つ
と
水
が
湧
ぎ
上
が
っ
て
き
た

っ
て
・

そ
れ
が
ら
、
遠
ぐ
ま
で
行
が
な
く
と

も
、
自
由
に
水
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
っ
て
・

そ
の
お
坊
さ
ん
は
、
弘
法
大
師
様
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
話
は
、
話
者
の
話
し
言
葉
を
そ
の
■

ま
ま
書
き
起
こ
し
た
も
画
面
亘
唾
一

虫
●

0
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弱
年
度
の
高
萩
市
建
設
工
事
な
ど
の
調
査
、
測
量
お
よ
び
土
木
建
築
設
計

指
名
願
い
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
な
ど
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

○
受
け
付
け
の
日
ど
り
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

３
月
１
日
か
ら
３
月
晦
日
ま
で
の
日
○
指
名
願
書
や
添
付
書
類

晦
日
を
除
く
侮
日
午
前
９
時
か
ら
午
指
名
願
い
の
申
請
様
式
は
、
建
設
省

後
４
時
ま
で
で
す
。
統
一
様
式
で
す
。
ま
た
、
吹
に
あ
げ

士
朏
日
は
午
前
ｎ
時
ま
で
で
、
総
務
る
書
翔
を
順
番
に
と
じ
て
柵
出
し
て

部
庶
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
く
だ
さ
い
。

（
県
内
外
業
者
と
も
同
じ
日
ど
り
）
⑩
納
税
証
明
書
（
地
方
税
、
国
税
）

○
巾
請
書
の
提
出
市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固

担
当
す
る
方
が
直
接
申
請
書
を
持
参
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
国
民

し
て
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
雌
康
保
険
税
な
ど
直
前
２
か
年
分

日
脚
伸
ぶ

寒
さ
も
峠
を
越
し
、
立
春
の
声
を
き
く
と
、

早
咲
き
の
梅
も
ほ
こ
ろ
び
初
め
、

寒
椿
や
水
仙
も
咲
き
出
し
、
日
脚
の
仲
び
た
の
に
気
が
つ
く
。

も
う
春
が
近
づ
い
た
の
だ
。

絵
と
文
伊
藤
龍
馬

建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
い
の
受
け
付
け

1I1 I1I1II1I11IリリII1WI1WⅡ111 11

鋤
エ
簿
経
歴
書
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

側
技
術
者
経
歴
書
○
利
川
で
き
る
か
た

い
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

今
春
高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学
す

⑥
建
設
業
退
峨
金
共
済
組
合
加
入
証
、

る
た
め
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
力

叫
書

た
・

側
法
定
外
労
災
袖
仙
制
度
の
加
入
を
○
剛
箇
細
１
世
帯
即
万
円
以
内

証
す
る
書
面

○
融
賛
期
間
高
校
３
年
以
内
、
大
学

指
名
願
い
に
必
要
な
用
紙
な
ど
は
、

４
年
以
内
。

県
建
設
業
協
会
、
お
よ
び
、
同
協
会
の
○
保
証
人
１
名
以
上

各
支
部
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

○
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

指
名
願
い
の
添
付
書
類
の
う
ち
、
各

希
望
に
よ
り
ボ
ー
ナ
ス
月
墹
額
返

証
明
書
は
、
複
写
機
に
よ
る
写
し
で
も

済
の
併
用
も
あ
り
。

か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
取
り
扱
い
期
間
弱
年
４
月
ま
で

国
の

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
金
融
公

進
学
ロ
ー
ン
の
利
用
を

肱
日
立
支
店
（
電
刎
２
４
５
１
）
へ
ど

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の
融
資
を
し
て
い
う
ぞ
。

喀
三
三
三
一
二
二
二
一
二
二
三
二
三
二
一
二
二
二
二
一
二
三
二
二
二
三
一
二
二
二
二
三
三
二
二
富
二
言
三
二
二
言
二
二
二
三
二
二
二
一
二
二
二
二
二
三
二
二
二
三
二
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ

ー
Ｉ

学
校
給
食
の
物
資

納
入
希
望
業
者
は

指
名
願
い
の
届
を

今
年
４
月
か
ら
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
児
菰
生
徒

の
完
全
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
、
学
校
給
食
用
の
物
資

（
野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
な
ど
の
生
鮮

食
料
砧
及
び
調
味
料
な
ど
）
の
納
入
を

稲
望
す
る
業
者
は
、
教
育
委
員
会
か
ら

指
名
願
書
を
受
け
て
、
２
月
末
日
ま
で

に
祝
川
し
て
く
だ
さ
い
。

おし

らせ

今月の納税

{鯉蕊
国民年金

（4期）

通
信
講
座
で

技
能
士
の
資
格
を

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労
働

者
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
川
的
知
識

を
修
柵
で
き
る
訓
座
を
Ⅲ
い
て
い
ま
す

受
荊
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
巾
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
峨
邨
◆
１
級
機
械
加
工
科
、
仕
上
げ

）
科
、
板
金
科
、
配
管
科
、
◆
２
級
機

械
、
仕
上
げ
、
製
図
、
板
金
、
建
築

一
軍
ロ
。
戸
口
画
ロ
画
】
』
画
』
ロ
画
再
】
ロ
ー
画
室
』
一
二
』
画
』
戸
亘
二
一
一
》
二
専
一
』
。
一
一
ご
｝
一
二
一
一
口
ご
・
｝
一
再
一
一
一
二
一
雪
雪
二

く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会

（
屯
③
１
１
３
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

）

ー一一二一

タ
イ
ル
張
り
、
塗
装
な
ど
調
科
。

○
受
講
の
資
絡

職
種
の
各
級
各
科
の
技
能
校
定
受

験
有
資
格
者
、
ま
た
は
、
１
年
後
に

そ
の
資
格
が
得
ら
れ
る
方
。

○
訓
練
期
間

標
準
１
か
年

○
受
講
料
１
級
が
８
，
０
０
０
円

２
級
が
６
，
０
０
０
円

○
申
し
込
み
受
け
付
け

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

○
特
典各
級
の
技
能
校
定
学
科
試
験
が
卯

・
除
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
茨
城
総
合
高
竿

職
業
訓
練
校
Ⅱ
水
戸
市
水
府
川
８
６
４

の
４
（
電
０
２
９
２
鋤
６
６
０
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3月の日曜診療のおしらせ

|_宍戸'児科睡院 ’
’

2日 安良川’ （3） 2318

昭
一
叩
一
細
湘

樫
十 Ｌ

６
６

６

７

５

２

３

１
３
１

３
７
２

菖３
②
十
②

く
院
院

村
干

大和町
十王lll｣.

医
医

院|大和町
院|大細町
院|大和IIII

田
一
局
一
波

内
一
飯
一
棚

病
一
咲
一
医

（2） 2235 眉
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